
ここでは、ファイルの記入の仕方について説明します。 

このファイルを示すことで、保育園や幼稚園、学校などライフステージや支援者が変わる

ごとに繰り返し説明していたプロフィールが一目瞭然となります。 

ご本人の基本情報になるものですので、できるだけ記入してみましょう。 

①わたしのプロフィールの記入例（１ページ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急連絡先は必ず連絡が取

れるところを書きましょう。 

記入することがらは、とて

も重要な個人情報ですの

で、このファイルは大切に

保管し、プライバシー保護

には十分配慮しましょう。 

医療、教育、福祉のことな

ど、内容が専門的な場合

は、可能な範囲で支援機

関に情報提供をしてもらい

記入してみましょう。 

必要に応じて、発達検査の

記録や専門機関の所見な

ど合わせてファイルにつづ

っておいてもいいでしょう。 

 

ジェノグラム（家系図）の記載例です。

男性は□、女性は○で表します。記入

例は、父、母、姉、本人、弟の５人家

族で、父方祖母、母方祖父・祖母がい

る場合です。兄弟は、左から年齢順

に、右に行くほど年下になります。同

居している家族は囲みます。 

書き方が解らない場合は、ファイルを

もらった窓口に問い合わせましょう。 



②生まれた時から３歳くらいまでのことの記入例（３ページ） 

   すべて記入する必要はありません。母子手帳を参照して書ける範囲で書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乳幼児期の発達について振り返ってみましょう。１歳くらいまでや、１歳以降のお子さんの 

様子はいかがでしたか。わかる範囲で記入してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母子手帳と同じような内容

になっています。 

母子手帳を見ながら記入し

たり、必要なところは、母子

手帳の写しをファイルにとじ

たりしてもいいでしょう。 

健診の時に、医師などから

話しがあった内容を書き留

めておきましょう。 

□にチェックを 

してみましょう。 



③今のわたしの記入例（５ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人の性格やコミュニケーシ

ョンの取り方、普段配慮して

関わっていること、また、得

意なこと、苦手なこと、パニ

ックの時の様子や対処方法、

こだわりについて書くところ

です。 

 

書くのが難しいようであれ

ば、支援者の人に手伝っても

らうといいでしょう。 

 

年齢が大きくなってくると、

内容が変わってきますので、

様式をコピーして、付け足し

していくとよいでしょう。 

 

 

 

周りの人たちがわかって

いると、本人の支援の

役に立ちます。 

できるだけ具体的に記

入してみましょう。 

 



④福祉制度利用状況記入例（１５ページ）  

 

利用している福祉サー

ビスの利用状況や、忘

れがちな各種手当等の

更新時期を記入してお

きましょう。 



①わたしの所属歴の記入例（１９ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

学級担任の欄には，担任の先生以

外にもよく関わってくださった先

生の名前も書き込めます。お子さん

と相談して先生の名前を書き込ん

でもいいですね。 

 

 

ここは，学校生活についての記録のページ

です。記録しておくことで，関わりのあった

先生方のことが，良く分かります。 

高等学校の欄は，通信制や定時制の学年に

も対応するようにしています。 

在籍していた学級を

○で囲みましょう。 



③相談や懇談の記録の記入例（２５ページ） 

 

 

 

 

このページは何枚も増やしていくことができます。

成長の記録にもなりますね。 

 

相談や懇談の記録は，学校の先生方と話し合ったことを残しておき

ましょう。懇談の時に話題になったことを書きとめると，どのような

ことを話し合ったかが良く分かります。 

 また，懇談で参考になった資料を貼り付けたり，学校からもらった

文書をファイルの中にとじ込んだりするなど，使いやすいように工夫

してみてください。 


